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審議会等の会議結果報告 

１．会議名 平成２７年度第３回白山地区地域審議会 

２．開催日時 平成２８年３月２５日（金曜日） 

午後１時３０分から午後２時４４分 

３．開催場所 白山庁舎２階２０５会議室 

４．出席した者の氏名 （白山地区地域審議会委員） 

今井 直毅  岩田 邦昭  植村  仁  臼井 喜功      

海野ミネミ  川井 春生  豊田真知子  中山 大藏      

平谷 雅弘  松本 秀光  森川とよ子  森田 正孝      

諸木 洋巳  山中 啓生  吉川 俊子 

（事務局） 

白山総合支所長 豊田 一弥 

白山総合支所地域支援員 飯田 昌宏 

白山総合支所地域振興課産業振興・環境担当副参事 伊藤 勲    

白山総合支所地域振興課危機管理担当副参事 鈴木 理也 

白山総合支所市民福祉課長 飯田 精一 

白山教育事務所長 滝 加寿代    

白山総合支所地域振興課地域振興担当主幹 松田 澄子 

白山総合支所地域振興課主査 岸岡 康成 

５．内容 １ あいさつ 

２ 地域審議会委員としての活動を通じ合併１０年を振り返って 

３ その他 

６．公開又は非公開 公開 

７．傍聴者の数 ０人 

８．担当 白山総合支所地域振興課地域振興担当 

電話番号 ０５９－２６２－７０１１ 

Ｅ-mail  262-7011@city.tsu.lg.jp 

 

・議事の内容  下記のとおり 

危機管理担当 

副参事      本日は、第３回白山地区地域審議会ということで、ご出席賜りまして誠にありがと         

うございます。 

それではただ今から、平成２７年度第３回白山地区地域審議会を開催いたします。 

なお、今回が最終の地域審議会となりますので、よろしくお願いいたします。 

開催にあたりまして、今井会長よりごあいさつをいただきます。 

 

 １．あいさつ 

今井会長     こんにちは。今朝も寒い風が随分強く吹いています。風邪をひかないようにまだまだ
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寒い日が続きます。今も話がありました、１０年続きました白山地区地域審議会が、今

日で最終を迎えます。みなさん、どうもありがとうございました。それではよろしくご

検討のほう、お願いします。 

危機管理担当 

副参事      はい、ありがとうございました。続きまして、白山総合支所長 豊田よりあいさつを

申し上げます。 

総合支所長    改めまして、みなさん、こんにちは。今井委員長様はじめまして各委員の皆さま、本

当にお忙しい中地域審議会最後の会議にお集まりいただきまして、大変ありがとうござ

います。先ほども委員長様からのお話の中にもありましたように、まだ３月の末ではご

ざいますが、ちょっとまだ薄ら寒い、まだ他県では、開花宣言はしておりますけれども、

まだ三重県については、桜の開花宣言もまだではございますが、今ちょっと見まわした

ところ、庁舎の東側の駐車場のところに桜の木があるんですけれども、二分咲きぐらい

には咲いておる桜もございます。そうした中ででございますが、まずはお礼と致しまし

て、今年の１月１６日に新津市誕生１０周年記念式典ということで開催させていただき

ました。つきましては、大変お忙しい中ご参加いただきまして、ありがとうございます。

それと、２月１８日に地域懇談会ということで、市長が各地域に出向きまして、今年初

めての地域の声をお聞かせいただくということで会議を開かせていただきまして、８団

体の方々、一般の方々も来ていただきまして、色々なお声をいただきました。大変あり

がとうございました。それで、平成１８年から１０年間続いた当審議会も今日で最後に

なります。この審議会は当初から１０年間は地域審議会の設置に関する協議ということ

で、謳われておりますように、各市町村区域、旧の市町村区域で市町村合併の特例に関

する法律によりまして、地域審議会を設置するということで、色々地域住民の意見を集

約していただきまして、行政の施策に反映していくということで、お声をいただいてま

いりました。いろいろと皆様のご意見をいただいた中で特に表立ってと言いますか、白

山は何かと言われますと、今、お手元に配らせていただいております１０年のあゆみと

その２枚目には、皆様ご存じのように、白山だより、広報でもご報告させていただいた

のが一例でございます。１０年はたったんですけども、今後、１５年、２０年と今後も

津市として動いていく中で、各町村、各地域が発展していきますように、今後も皆様の

ご意見をいただかなならんと思っております。それにつきましては、地域の声、市民の

声ということで、この会が解散するに致しましても、今後も皆様からの声をいただいて、

より良い方向に発展していきたいと思いますので、よろしくお願い致したいと思います。

この後、進行させていただくのですけれども、津市におきましても、昨日内示が発表さ

れました。その中で新しい年度が、２８年度から進めてまいりますが、新しい年度にな

りましたら、新しいスタッフで白山総合支所が動いていけるようにご報告致したいと思

いますので、どうぞよろしくお願い致します。 

危機管理担当  

副参事      ありがとうございました。 

        それでは、事項書に従いまして会議を進めたいと思います。 

津市地域審議会の設置に関する協議第９条第５項の規定によりまして、今井会長に議長
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をお願いしたいと思います。 

なお、津市地域審議会の設置に関する協議第９条第４項では「会議は委員の２分の１

以上の出席がなければ会議を開く事ができない」と規定されていますが、本日は委員総

数１５名に対し、１５名全員の方々が出席いただいていますので、この会議につきまし

ては成立しているものとご報告させていただきます。 

   また、会議は津市地域審議会の設置に関する協議第９条第８項の規定により、会議は

公開で行うものとなっておりまして、会議の議事録は津市のホームページ上でも公開さ

れますのでご了承いただきたいと思います。 

なお、本日の傍聴者はございません。 

         それでは、今井会長、議事進行の方よろしくお願い致します。 

今井会長     それでは、議長を務めさせていただきますので、議事進行にご協力いただきますよう

よろしくお願いします。 

         はじめに、津市地域審議会運営規則第５条第２項により、会議録を署名する委員は２

名とし、会議の始めにおいて指名することになっております。 

         当審議会では、お名前の５０音順で指名させていただいておりますので、今回の署名

を川井春生委員、豊田真知子委員を指名させていただきますので、本日の会議録の署名

をよろしくお願いします。 

         また、会議は全文記録となりますので、ご発言の際には挙手をしていただき、マイク

を使用して発言していただきますようお願いします。 

         それでは、事項２「地域審議会委員としての活動を通じて合併１０年を振り返って」

を議題とします。 

         事務局より説明をお願いします。 

危機管理担当      

副参事      それでは、失礼します。 

地域審議会は、ご存知のとおり今月末をもちまして設置期間が終了いたします。 

設置期間の終了にあたりまして、事務局といたしましては、この１０年に渡ってご議

論いただいたものを何とか形にして残したいと考え、地域審議会の１０年間の審議事項

や諮問・答申の概要など、活動実績をまとめた記録誌を作成することといたしました。 

         つきましては、当該記録誌に、委員の皆様のこれまでの活動を通じた感想も掲載させ

ていただきたく、先般ご提出をお願いしたところでございます。 

 本日は、お一人お一人その感想文をお読みいただくか、またご意見をいただくか、お

願いしたいと思います。 

 先ほど、支所長が申しましたように、資料として新津市１０年のあゆみとして掲載さ

れました平成２８年１月１日号、それから、白山地域が掲載されました広報津、昨年の

平成２７年９月１日号を資料として添付させていただきました。 

 なお、出来上がりました記録誌につきましては、各委員様へお配りさせいただく予定

ですので、よろしくお願い致します。以上でございます。 

今井会長     はい、ありがとうございました。今も話ありました、それでは、お一人ずつ、感想        

文をお読みいただいて、ご意見をお願いしたいと思います。 
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         それでは、海野副会長からよろしくお願いします。録音を撮っておりますので、名前

を言って下さい。 

海野委員     はい、分かりました。家城から来ております海野ミネミと申します。実は、考えてみ

ますとですね、１０年間ですけど、私も半分の５年ぐらい参加させていただいたんです

けれど、振り返ってみると、ハード面、環境整備面では、本当に色々と良くしていただ

いて、良くなりました。これ職員の皆様方、津の市役所の皆様の方のお陰だと思ってお

ります。ハード面につきましては、確かに良くなりました。ところが、考えてみますと、

もっと津全体の大きな面で、ソフト面でちょっとそういう審議が出来なかったかなと実

は思っています。例えばですね、市内と市外、津市は非常に範囲が広いんですけれど、

市内についてはですね、若い方やら、色々人口があるんですが、市外、山間部の方につ

いては、もう本当に高齢化が進んでいて、６５歳以上が津市では、３６．７と言われて

いますけども、本来、白山や美杉やったら、もっと高齢化率が高いと思う。そこで、今

現在、考えております合併のときに作られた条例あるいは規則についてはですね、市内

を中心にした条例が多くて、白山や美杉については、そぐわない点があると思うんです。

特に人事案件なんですけども、津市や久居についてはいいと思うんですが、白山や美杉

については、何々をしてほしい、これを人選せえと言われると、どうしてもその中に、

年齢制限とかあって６５歳以下やけなあかんという年齢制限等が、規則やら何かに定め

られとるんですけども、津市でいい、市内ではいいと思うんですが、白山になると６５

歳以下でいうのは、本当に無いんですわ、美杉もそうなんですけども、そういう条項を

津全体を考えられた人事案件の条例をもっと審議出来たらなと思ってるんですが、その

場にならなければ実は分からなかったので、今から振り返ってみると、田舎の方もです

ね、もう本当に６５歳になったら雇用延長で仕事を辞められて家にみえる、その方に暇

になったので頼もうと思ったら、６５歳やけないかんて、非常に難しい点がありますの

で、やっぱり市内とあるいは、山間部と考えた条例をしてほしいな、そう思ってます。

特に考えられますのは、公民館関係の主事さんとか、あるいは館長さん、あるいは、津

の施設の管理の関係であったんですけども、その方に管理をお願いしたら、６５歳やけ

ないかんとか、非常に縛られた点がある、そういう条例とかソフト面も、もうちょっと

審議出来なかったということで、これについては、今後、行政の皆様方でひとつ十分考

えていただいて、津市の真ん中と山間部とは、ちょっと考えていただいた条例にしても

らいたいなと、こう感じましたので、簡単ですけども感想とさせていただきます。 

岩田委員     川口の岩田邦昭です。恥ずかしいんで、ちょっと書いてきたものを、そのまま読まさ

せていただきます。私が地域審議委員となって２年、経験も無くてですね、未熟な上、

津市の行政についていろいろと話し合うことが出来るかどうか大変不安でした。先輩委

員のお話しを聞いているうちにですね、皆様は地域のことを考え、地域のことに一生懸

命になっているということが良く解りました。先ず身近なことから考えていこうと言う

事が私も同じように思いまして、合併してもですね、少子高齢化が加速される私達の地

域は、大きな問題を抱えています。若い人達は市街地へ、子供達は高校、大学、就職と

市街地へ流出して行きます。これを防ぐのは、私達には出来ません。行政に頼るしかな

いと思います。別の意味で地域を活性化し、子供達がふるさとが大好きになるように努
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めています。地域のことは地域の人達でという市の方針を大変有難く受け止め、地域の

人達がもっと自由に利用出来る公民館のあり方にも取り組んで行きたいと思っています。

以上です。 

植村委員     八ッ山地区の植村です。私も書いてきたものを、そのまま朗読させてもらいたいと思

います。私は、地域審議会設置期間が終了する最後の２年間を委員として務めさせて頂

きました。仕事の都合上欠席することもございましたが、地域の課題について議論する

場として非常に有効であったと思っております。特に、総合支所に予算と共に一定の権

限を付与したことは、審議会の意見を反映した好事例として上げられると思います。ま

た、下水道整備計画の中で、合併浄化槽設置区域での浄化槽施設の市への移管、利用料

金設定などについて、審議会での意見を踏まえて決定されたことも評価をしています。

私自身、合併後１０年を経過して感じますことは、様々な施策が展開をされる中で、そ

れぞれの地域の特色や文化は残しつつも、新津市としての全体的なまとまりは大きく前

進したと思うことです。総合支所へ出向きましても、この１０年間で地元以外の職員の

方とも何度か接する中で信頼関係も生まれました。今後、形は変わりましても、それぞ

れの地域の意見を聞く場を是非持って頂きたいと考えております。以上です。 

臼井委員     大三の臼井でございます。私、ちょっと抽象的な書き方をしましたので、ちょっとピ

ンとこない部分があろうかと思いますが、ご了承いただく中で、ちょっと読んでみたい

と思います。合併当初は、役場から市役所へと名前が変わりまして、併せて住民と職員

との間でのコミュニケーシがなかなか取れなかったとか、あるいは、また小さな要望で

も本庁決裁、いろんなことで予算がつかない等々。職員と住民も右往左往の日々であっ

たかというような記憶を致しておるところでございます。この現状が大きく打開された

と言いますのが、平成２５年度より先ほど植村委員さんの話にもございました、地域イ

ンフラ推進補修事業いうものが生まれまして、地域の要望に対する決裁が、総合支所決

裁で出来る仕組みづくりが出来たというものが非常に大きな進展であったかという風に

思っておるところでございます。また、白山地区と言いますのは、美杉地区に次いで少

子高齢化率が高い地域でございます。地域活性化のために何ができるかということで、

地域審議会での大きなテーマでございました。新たな方策が沢山あるわけではありませ

んが、要は、地域の伝統、文化あるいは又、次の世代に確実に引き継ぐようなそういう

事が非常に重要であろうという風に考えておるところでございます。 

        加えて、一ぺんですね、久居農林高校との６次産業の何かコラボっていうことで、試食

会っていうのもございました。そういうような若い人達の力を借りる、あるいは又、企

画力を借りるというような企画集団と言いますか、そういう物を作って、半分、遊び心

っていうものを大切にする中で、面白企画っていうような斬新なアイデアを取り入れて、

活性化を図っていくっていう事が、特に過疎地域においてはですね、求められている一

部かもしれませんというような事を捉えさせていただいております。現在継続中のかが

やきプログラム、「ふれ愛フェスタ」を中心として３つの事業が実施されておりますが、

今後の事業展開を図るうえでの審議機関を明確にして頂きまして、より充実した事業展

開を希望、切望しますというところでございます。 

川井委員     倭の川井です。平成２６年８月に台風１１号が襲来致しました。倭において過去に例
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を見ない多大な被害を被りました。私は、その年、平成２６年の４月にこの地域審議員

として就任いたしました。前述の被害ですが、一級河川大村川、佐田川、垣内川が氾濫

致しました。被害は、家屋への浸水、避難者が８０名を超えるという甚大なものとなり

ました。この審議会に於いて、災害に強いまちづくりの観点から、河川の浚渫、改修等

をこの審議会で意見として出させていただきました。その結果として、大村川、佐田川、

垣内川の災害復旧の護岸の工事、それから大村川では、浚渫、河床掘削、河岸の樹木、

竹等の伐採撤去が行われました。これ一重に、この地域審議会があってこそ、その場で

発言させてもらったのが一つだと思うんです。河川改修には、まだ少し程遠いですが、

浚渫工事等に結びつくことが出来ました。ただ、残念なことはですね、この１０年のあ

ゆみの平成２６年度の一番最初に、津市がバイオマスの産業都市として認定されたとい

う項があります。一番頭です。それで、今のその台風による被害ですが、二次災害的に

ですね、山から流れ出した林地残材が橋桁に引っかかり、大水によって、氾濫するとい

う風な二次被害を引き起こしていました。それで、この場でこの林地残材を撤去してほ

しいと、何らかの方策を考えてほしいと発言させていただきましたが、残念ながらこの

部分がまだ実現に至っておりません。先ほども申し上げましたように、この林地残材を

利用してこの津市も大きな発電所がこの８月ですかね、稼働開始すると聞いております。

ぜひですね、市がバイオマスの産業都市を打ち上げるんであれば、このバイオマス発電

所の燃料として、この林地残材を撤去することを今後ですね、市の方にはお願いしたい

と、冒頭の支所長さんの中にありましたが、この２月１８日に１回目の地域懇談会が行

われました。ぜひですね、今申し上げた分を、地域懇談会に期待をしたいと思います。

以上でございます。 

豊田委員     失礼します。倭の豊田でございます。最終の２年間、この地域審議会の委員として参

加させてもらうことが出来ました。自分もこの１０年、本当にあっという間だったなと

思うんですけれども、合併当時、海野副会長さんもおっしゃいましたけれども、十もの

市町村、特に旧市とそれから周辺の町村との何ていうか、人口的なことも、それから、

いろいろな摺り合わせが、まだまだ出来ていない内に新津市としてひとくくりになって

果して一体感を醸成していく事が出来るのかなというような事を私もですけれども不安

気なそういう声を本当によく耳にしていたのが事実です。けれども、この１月１６日に

津市の１０周年記念式典に参加させていただいた時も思ったんですけれども、たぶん、

その合併の摺り合わせであったりとか話し合い、検討会、本当に時間をかけ色々考えて

いただいたと思うんですけれども合併以前からその地域その地域が抱えている課題は、

本当に山のようにあっただろし、合併したから見えてきたそのステージを一つにしたか

ら見えてきた新たな課題もあっただろうし、そういう課題に真摯に職員の皆様も向き合

っていただいて本当に合併時にみんなでこうやろうっていうその方向性を一つにして描

かれた新津市としてのまちづくりっていうのは、着実に軌道に乗ってきたのではないか

なっていう風に感じさせてもらいました。そして、周辺も色々とまだまだ考えてみれば、

小さなことは色々あると思いますけれども、それぞれの地域の良さ、それから特性を生

かすような文化的な事であったり、スポーツ的な事であったりっていうような事を活か

しながら行事等も行う中で、その成果が実を結んで、市民歌が、自分も本当に自分達の
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まちの歌だっていう風な事が、やっと身に染みてきたような気がします。これからまだ

まだ色々とやっていかなければならないと思うんですけれどもこの地域審議会に参加さ

せてもらいまして津市のまちづくり計画の最初の年は変更提案についてっていうような

こと、５年延長するっていうその特例事業債の５年延長とかそういう風な事も聞かせて

いただきましたし、ここに参加していなかったら活字でさらっと見るだけで終わってい

たかもしれないっていう風にも思わせてもらいました。そういう検討を１５人の委員さ

ん達の話も聞きながら自分も勉強させてもらったなと思っております。それから、白山

地域における緊急に検討したいっていう議題に対しても今、川井自治会長様もおっしゃ

ってもらいましたけれども台風の被害についても、本当に皆さんでここで熱心に協議し

ていただいたり、情報交換をいただく中で危機管理を含めた防災対策について、すぐに

マニュアルも出されたように思います。一級河川じゃない中小河川のそういうマニュア

ルもすぐに出していただいて、地域の総合支所にやはり権限が移ってからそういう迅速

な対応もしていただけるんやなあっていう風に感謝申し上げたいなと思っております。

それから、今後も津市の更なる発展について自分も市民の一人としてこれからも参画意

識を持って声を上げていくって事が大事だと思うんですけれども思っていてもそれをど

んな風に具現化していったらいいのだろうっていう風な事を常に思っております。一番、

私達がこの地域で住んでいて思わしてもらうことは、やはり少子高齢化について自分達

のこの地域がどの世代も輝くというか元気で暮らしていけるような世の中にするために

はどうしたらいいんだろうなっていう風な事を思います。時代を担う若い世代がここの

津市に戻ってきてでも住んでみたいなっていう魅力的なまちづくりっていうのは、どん

な風にしたらいいのかなって思いながら、色々と考えている時に国会でも話題になりま

したけれども、若い女性達が働くパワーを失うような保育園の入園待機児童の多さ、こ

れは都市だけでは無いと思うんですけれども、その中で進んで育休退園というのを決断

していただいたっていうような事もありましたので、とても素晴らしい取り組みじゃな

いかなと思います。引き続いて、市民の方に耳を傾けていただけるようなそういう機会

を数多く持っていただければと思いながら、感想に代えさえていただきます。ありがと

うございました。 

中山委員     大三地区の中山大藏です。私も終盤の２年間は務めさせていただきました。本当に短

い期間ではありましたけれども、一昨年の８月には台風１１号で倭地区に甚大な被害が

出たり、又、６年余りですね、運行を休止してました名松線家城、奥津間が運行を再開

したりと大きな課題に出会いました。地域審議委員という重要なポストに就かさせてい

ただいてから生活の中で何が一番変わったか、それはですね、津広報や新聞をね、深く

掘り下げて読む、裏を読むような気持ちで読むようになりました。それはですね、他の

地域で起きている問題と白山の持っている問題が同じような時は、特に興味を持って読

みました。白山の問題では私は初めは、簡単に病院問題、高齢化問題ぐらいに思ってお

りましたけれども、獣害対策、過疎化、空き家、又、若い人達が離れていく、たくさん

の大きな問題を抱えているということも分かってきた次第です。ひとつ、この中の委員

様がおっしゃった中でですね、ちょっとその時は、言わなかったんですけれども、うぐ

いす図書館へバスで行くにも、ちょっと不便やないかと、そういう意見もございました。
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その場で即答できる程、頭が回転してませんでしたんですけれども、家へ帰ってから、

コミュニティバスっていうのは、色々な制約があるんかとは思いますけれども、白山の

中だけ、一志の中だけ、久居の中だけで回るんでなしに、白山町と一志町のどこかの分

岐点で接点を持つ、一志町と久居で接点を持って、白山の人は、これは悪い話ですけれ

ど、久居の病院まで行くんやったらコミュニティバスを乗り換えてでも行けるんなら路

線バス、プラス、コミュニティという、ちょっとルートが違うのがつながっていくんで

はないんかなとそういう事も考えれるような事を意見として言えたら良かったのになと

思っております。最後にですね、行政の方も人的削減や費用の削減で動きもだんだんと

鈍くなると思いますけれども、住民が安心し、安全になおかつ快適に生活していくため、

問題、課題を抽出するだけでなしに、それを解決する方法などを考えながら最後まで見

届けられる機関がこのように継続して設けられたら非常にありがたいなと思っておりま

す。以上です。 

平谷委員     元取地区の平谷でございます。私もですね、この地域審議委員会を引き継いで２年と

いう形で、１０年間を振り返ると言われると、なかなか難しいんですけれども、２年間

の活動を振り返って感想を述べたいと思います。まずですね、この会に出席させていた

だきましてですね、津市の取り組み、白山町の活動内容、取り組みについて、色んな資

料を開示してもらいましてですね、活動内容がよく分かりました。白山町もそうですけ

れど、私の住んでいる元取地区はですね、特に高齢化が進みましてですね、人口減少も

激しくですね、実を言うと、もう買い物が出来ない方も出てきてましてですね、対策が

急がれる状態です。ですけどもですね、白山地区社協様のご支援のもとですね、共助の

組織を作ってですね、活動を開始しました。またですね、避難場所としてですね、多目

的ホール、ここにもありましたけども、元取公民館の改装という形でですね、造ってい

ただきました。これも一重にですね、この地域審議委員会のですね、成果であると感謝

しております。今、地区として困ってますのはですね、獣害とですね、空き家問題です。       

家き家はですね、だいたい５０％以上空き家になってきましてですね、もう倒壊しそう

な家も結構出てきましたので、ここはですね、津市の取り組み、白山町の取り組みでで

すね、行政の方でですね、なっとか考えてもらって早急に対策していただきたいと思い

ます。こういう会議ですけども、地区の困りごとだけではなくてですね、やっぱりね、

もっと大きな面で見てですね、白山町、美杉、非常にですね、人口減少が激しいんです

けれども、その中でね、働く場所が無いよという話が出ましたけども、実を言うとね、

津市とか久居とか松阪とか伊賀市とかね、通勤するにしてもですね、ここらへんやった

ら１５分か２０分ぐらい、私のとこでも３０分か４０分ぐらいで通えるわけですね、そ

う考えたらもっと違う原因があると思いますのでね、やはりその何で出てかれるかとい

うのはですね、やっぱり若い世代、中学生の方とか親とかね、アンケートを採っていた

だいてですね、本当の対策というか、そんなんをしていただきたいなと思いました。又

ですね、私も子供を育ててね、子供も、実を言うと家から通わせていましたけども、や

はりね、学校のですね、教育の問題が一番大きいんじゃないかと思います。そういう事

を考えてね、やっぱりこんな山間部であってもね、魅力のある学校とか教育をしている

地区もあると思いますので、そういうとこをですね、紹介していただいてね、そういう
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具体例に基づいて白山町はどういう事をやっていくんやという事をですね、今後も進め

てもらってですね、議論して前向きに取り組んでいただければと思いました。以上です。 

松本委員     元取の松本です。せっかく作文をしてこいと言うことだったんで、４００字程度に作

文をまとめました。従いまして、私の場合、この作文を読まさせていただきます。人口

１００万人以上の都市が１１市あります。一方、１００万人に満たない県は９県存在し

ます。面積（市域）の１位は岐阜県の高山市で、香川県、大阪府を抜き東京都とほぼ同

じ広さがあります。また、面積が１，０００Ｋ㎡以上の市は２１市に達しました。以上

のことから、県と市の数字的接近ないし逆転傾向が如実となった合併だったように感じ

ます。従って、県レベルの行政と身近な市政とが市民に分かりにくくなってきています。

例えば、津市の端から端まで約５０Ｋｍ、車でどの位の時間を要するのでしょう。目の

行き届くべき市政に疑問が生じるのも当然です。合併のメリットに経費削減があれば、

逆に市民サービスの低下が生じます。まして、周辺部の衰退は顕著で、市街地と同様の

施策ではバランスが取れません。さて、このような現状で何をすべきか。多分、小さい

経費で着実に実る方法として、職員の質の向上を目指した取り組みをどこの地方都市で

も進めることと思います。支所、出張所機能をどう整理するのか、自治組織をどう活用

するのか、それぞれの地域特性をどう活かし、尊重した「市づくり」を進めていくのか。

地方都市の職員の質が大きく問われる時代がこの合併によってもたらされたように感じ

ます。津市は、一刻も早く中核市の指定を受け、地域の中心としての自覚を持ち、市政

に取組んでほしいと思います。くれぐれも過疎の中の過疎を生むことのないよう頑張っ

てほしいと思います。以上、書いたんですけれども、職員の質って言葉を使わせてもら

いました。この質なんですけれども、これは、学力とか知性とか、知力とかそんな事を        

僕は言いたくなくて、そこの職責にどれだけ誠実に気概を持って取り組めるか、その姿

勢、考え方が大事であって、そのことについては、誰か講師を呼んで話を聞いていただ

くとか、気持ちの問題からまず取り組んでいただいて、職員の質の向上を努めることに

よって、何らかの形の素敵な行政を取り組む上での知識、方向性を導くようなそんなよ

うないいアイデアが出てくるんじゃないか、これ都市間の能力を試されてますんで、そ

こは、まずは、職員の質をちょっと考えていただければおもしろいんではないかなと、

それに付随して、もちろん住んでいる市民、僕ら自身もそこについていってお互い勉強

して進んでいこうと、より良い津市を作っていく、考えていく、これが大事じゃないか

な、そんな形でまとめさせていただきました。以上です。 

森川委員     失礼致します。川口の森川とよ子です。よろしくお願い致します。みなさん、立派な

作文を読まれまして、本当に私、恥ずかしいんですけども、１０年のあゆみとして、        

新津市として色んな話し合いをされ、ご苦労されて、そして、実績を残していただき、        

素晴らしい本当に事だと思います。私もこの４年間、委員を経験させていただきまして、       

本当に素晴らしい会だと感謝を、自分なりに感謝をしております。それから、私が自分

の一番心に残っていることを、少し書かせていただきました。２５年度に創作ジビエ料

理メニューコンクールが一番の思い出となっております。獣害対策におきまして捕獲さ

れたシカ肉を活用しての料理でした。久居農林高校食生活コースの２７名を対象に独自

のジビエ料理コンクールが行われました。素晴らしいアイデア料理に審査をさせていた
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だきまして、本当に感動致しました。今後は、白山地域メニュー開発の参考にもなれば

なと自分なりに思っております。これからも豊かで元気あふれる安心、安全なまちづく

りを進めていただきたいと思っております。本当に４年間、ありがとうございました。

簡単ですが、代えさせていただきます。 

森田委員     倭地区の森田でございます。私、１０年のうち８年間、審議員としてお世話になりま

した。今日もですね、合併１０年を振り返って４００字程度で書いてほしいと、絞りに

絞って、なかなか４００字で色々な思いを書くっていうのは厳しいし、事前に、ちょっ

とオーバーしてもいいとか、色々こう言いながら、色んな話を聞かせていただいておる

と、なかなか４００字でまとめるっていうのは、非常に難しいし、もう、要点だけをま

とめたんですが、ハード面、ソフト面色んなことがあろうかとは思うんですが、私ちょ

っと思い起こすと、小学生の時に伊勢湾台風という大きな台風がありました。これも鮮

明に覚えておりますし、その後、５７災とかたくさんこの地区は昭和４５年、４６年、

４７年と台風がたくさんあったんですが、特に皆様、記憶にあると思うんですが、阪神

淡路大震災っていうのがあって、この地区でも、朝、早朝だったと思うんですが、相当

揺ったと思うんです。平成６年やったかな、あってですね、とにかく防災、減災につい

てですね、強い、私なりに思い出があって、これはもう一番、人間っていうのは、やっ

ぱり生命が一番大事やと。生命を守るためにはですね、これは取り組まなあかんなとい

うことを常々思っていて、防災、減災に対して思っていて、特に一期、２年ですから、

ちょうど２年前のですね、応募の動機にも私、書かせていただいたんですが、その時に

は、ちょうど、丸５年ぐらい前になると思うんですが、３月１１日の東日本大震災、大

きな地震があった。それによって、福島の原発事故と、或いは、三重県内においても、

台風１２号によってですね、紀伊半島、非常に大きな災害が発生してですね、被害も出

たと思うんです。そういう中で、かいつまんでですね、この市として、本市ではですね、

とにかくそういうこともあってから、津波避難ビルの指定とか、或いは津市の地域防災

計画なんかでも特に津波の対策編というのを策定されたと思うんです。しかし、今後に

おいてもですね、やっぱり我々、市民と共に、やっぱり行政が一体となって防災、減災

についてはやっぱり取り組んでいく必要あるんかなという事を強く感じたわけでござい

まして、ちょうど２年前に今まで色々と川井委員とか話も出ておりましたけども、就任

早々に、平成２６年８月９日、今でもきちっと覚えとんですが、台風１１号っていうの

が、大きく接近してですね、被害が発生したと、その中で、初めて三重県で大雨特別警

報っていうのが、発表されたと思うんですが、そうした中で、又、今までの中で、この

白山の中でですね、今まで統計が始まってから、４３５．５ミリの大雨を記録した。今

までで最高だったと思うんですが。そういう事で、甚大な被害が出たと、川井委員から

も話が出ておりましたように、私が住んでおる上ノ村の大村川では、今までにない１８

件の床下浸水、一部２件が床上浸水も発生したわけですが、そういう発生した中でです

ね、この審議会の中でも私、発言させていただいたんですが、要するに、河川に水位観

測所を設置出来ないかと、しかし、これは、経費の問題やら色々あろうかとは思うんで

すけども、暫定的でもですね、ペンキなんか塗ってですね、そういう避難が出来るよう

にしていただいたらどうかという中で、本市では、早速、取り組んでいただいてですね、
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いわゆる水位観測所、そういう物が何にもない所ではですね、避難勧告等の判断の、或

いは、伝達マニュアルっていうのを、本市で作成させていただいたんだと思うんです。

その私にとってもですね、今後、防災、減災の中で、そういう風にして、審議会で発言

させていただいて、採用というかさしていただいたということは、私にとっては、今ま

での中で、嬉しい事だなと言うことに思っておりましてですね、今後、防災、減災のた

めにですね、役立つんではないかなと思った次第です。たくさんのことがあるんですけ

ど、なかなか４００字でまとめやなならんと言うことで、非常に苦労致しましてですね、

一番私の記憶に残るところだけ特にまとめさせていただきましたんですが、長い間、皆

様方には、お世話になりまして、今後津市の更なる発展を祈念致しまして、感想とさせ

ていただきます。ありがとうございました。 

諸木委員     家城の諸木です。私も、最初から審議委員会のメンバーでは無かったんですが、審議

委員会が発足されてから、おそらく２年少し経ってから、私、ここへ交代して審議委員

会のメンバ－になったんですが、実際のところ、引き継ぎていうものが無かったもので、

審議委員会がどんな何を持っているんかという事も分かりませんだんですが、ちょっと

話に聞くと、この地域の活性化ということで、家城地区におきましては、雲出川の家城

ラインの整備という項目があったように聞いております。ところが、私が交代した時に

は、まだちょっと議題の中に出ておったんですが、予算化をされまして、それを家城地

区で第１回の工事が始まって、その工事が、私に代わってから途中でもう、途切れてし

まって、いつのまにかこの議題の中から消えていたという残念な思いをしております。

そういった事が何の説明も無しに消えていって、家城地区に対して、他の地区もそのい

う予算を皆もらって活性化事業をやっておったと思うんですが、これ何で家城の時に途

中で終わらせてしまったんか、何で取り上げてしまったんかということを私は、ずっと

今まで考えておったんです。こういう事がないように、これからもどういうことでこの

事業が取りやめになったんかという事を、やっぱり、きちっと説明をしていただきたい

と思っております。今もたくさんの皆様方の意見もありましたけども、私、もう、それ

だけに、ずっと悩んでまいりました。私も今、一応、審議委員としてこの家城から交代

して代表でここへ来ておるのに、お前になったら、突然、もうあの仕事無いようになっ

ていったやないかと言われるのが私もかないませんもので、そういう事も含めて、ちゃ

んとした回答を出してもらった中でこの工事を中止するとか、そういう事業は中止する

っていう事を説明して頂ければ良かったかなと思っております。以上です。 

山中委員     八ッ山から来ました山中啓生でございます。もう既に皆様方、この地域の問題点とか        

ですね、課題とか提案は十分お話ししていただいていますので、私、独り言って言いま

すかね、モノローグになりますけれど、ちょっとしゃべりたいと思います。４年前にで

すね、どさくさに紛れてピンチヒッターで八ッ山の自治・区長会の会長をすることにな

りました。その時に言われたのが、あんた、人間ちょっと未熟やから、ええ機会になる

から、仕事が男を作るっていう事もあるんやで、引き受けとけっていう事で、そんなん

で来まして、いつのまにかこの審議会っていうのがあって、ここへ来て何か知らん、座

りにきたっていう感じでした、最初の印象はですね。そんな状態で始まったんですけれ

ども、いろんなこと考えてみますと、ここへくる事も含めてですね、色んな人と付き合
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うこと、知ることになりまして、こんなありがたい事はなかったかな、これは自分の財

産になるんやないかなとつくづく思いました。そういう意味では、私は、本当にこれ感

謝をしております。よく気になるのは、人口減の事なんですけれども、白山町が１１，

７００人ですか、大きな目で見たら東京に１，３００万人が住んでおると、１０人に１

人は、もう東京に住んでるんやと、そういう風な形の中で、見てみますとですね、津市

でも白山だけの問題じゃなくして、私が、かつておりました丸之内や津市の西丸之内を

見たら、まわりは本当に空き家だらけです。あんな市役所の周りがですね、ここだけの

問題じゃなくして、日本全体がそうなってくるんじゃないかという感じがしないでもな

いです。何にもせんでも仕方がないのかっていう事ではなくして、あと私もうこれ最後

になるんですけども、２回大病を患って生き延びているっていう感じなもんで、何らか

の形で地域のために少しでも役に立つこと、自分で出来ることがあれば、是非、又、コ

メディアンですけどもやっていきたいなとそういう独り言で、すみません。ありがとう

ございました。 

吉川委員     白山地区の吉川ですけども、２年間、地域委員会に参加させてもらって、色々、人の

意見をやっぱり知ることが出来ました。私もこういうとこで、地域では、公民館活動を        

したり、近所の人とおしゃべりしたり、白寿会なんかでも参加させてもらっているんで

すけれども、そういう人達との中での何気ない話の中で、色んなそれぞれの思いってい

うものを感じることがあるんですね。だけど、そういう人達っていうのは、案外、こう

いうところに来て発言するって言うことは、あんまりないわけですよね、それで、私は

この２年間を振り返って、ちょっと反省を書かさせてもらいました。振り返って思うこ

とは、地域の人たちが自分の思いを、話し合う場をつくることが大切ではないかという

ことだ。例えば、「子育て」、「少子化」、「環境」、「農業」、「林業」、「住い」、「老後」、「介

護」、「健康」といったようにテーマ毎に関心のある人が集まり、話し合いをする。時に

は、専門家の方の意見を聞くなどの学習をしながら、小さなことでも行動し、思いを形

にしていく。人は一生の中で関心のあることは変わっていく。だから、一つのテーマを

卒業したら次の関心のあるテーマに参加すればいい。こうすることで、地域の生活は、

より快適なものに変わっていくと思う。この地に生まれて、この地に出会えて良かった

と思う白山町に成長していってほしい。委員として、会議では自由に発言させてもらっ

たことを感謝している。ありがとうございました。 

今井会長     最後になりましたが、私が書いたものをそのまま読みます。平成１８年４月、白山地

域審議委員会の公募があり、当時倭地区の中ノ村自治会長だった私は、今後の津市の方

向性について知りたいと思い、応募をしました。２期目も公募で、３、４期目は倭自治

会長として参画、５期目は公募として延べ１０年間お世話になりました。白山地域審議

会では、ふれあいフェスタの開催、初瀬街道の整備、美しい桜事業、歴史文化事業に取

り組み、それぞれの事業で成果をあげています。とりわけふれあいフェスタでは、２年

前から白山地区社会福祉協議会も参画し、より充実した内容になったと思います。５年

目から、白山地域審議会代表として、各地域審議委員会の代表や各種団体代表などのメ

ンバーで構成された本庁での「津市総合計画審議会」に出席しました。審議内容は、「５

つのまちづくりの目標」を主軸に、課題について色々な意見が出され、中身の濃い内容
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で意見が交わされました。全体会議で出された意見を集約し、分科会でまとめ上げた内

容を市長に提出しました。平成２４年１０月１６日に津市総合計画オープンディスカッ

ションが行われ、２００名を超える市民の多くが参加され、津市の発展に多種多様な意

見が出されました。１０年間の地域審議会も終了しますが、今後も津市また白山地域が

益々発展するような事業内容を検討、計画していただきますようお願いします。以上で

す。 

今井会長     皆さん、ありがとうございました。 

総合支所長    すみません、委員長、よろしいですか。 

今井会長     はい。 

総合支所長    すみません。皆様、お一人お一人から今までの地域審議会に対しまして、思っていた

だいておること、それと、今までの事をお話ししていただきました。総評と致しまして、

本当に皆様方が白山地区をそれぞれ思っていただいておるということが、本当に分かり

ました。皆様の意見をですね、聞いておるところには、やはり地域としてのですね、特

性を活かした形でというご希望っていうのがございます。そんな中で、先般ですね、昨

年の委員会におきまして、地方再生に向けた津市の人口ビジョン等の総合戦略の策定と

いうことで、お示しをさせていただいた中で、津市におきましては、４点あった中で、

一つは、若い世代の結婚、出産、子育ての支援とか、あと雇用の創出、それと新たな人

の流れの創出、地域づくりがですね、この４点が皆様一人ひとりのご意見の中での反映

しておる施策であると感じております。私ども、先ほど冒頭の挨拶の中でも１０年は経

過しておりますが、今後、１５年、２０年とですね、津市特に白山が発展する中で、地

域の特色を佸かしてやっていく、それと若い世代にですね、負の遺産を残さないという

ことで、何かと今後も皆様方のご意見をお聞き致しまして、活力ある白山を考えていき

たいと思っております。本年度で審議会は閉じさせていただきますけども、また何かと

ご意見をいただきたいと思います。それと、総合支所の職員ですけども、やっぱり職員

皆、よう動いてくれる、言うて良かったわっていうことをですね、言われて初めて、や

りがいっていうのを感じられるように今後も職員の向上にあたっていきたいと思ってお

りますので、どうぞよろしくお願い致します。ありがとうございました。 

今井会長     他に意見、ございますか。 

臼井委員     すみません。大三の臼井でございます。ひとつちょっと聞かさせていただくんですが、        

今後の取り組みっていうことで、地域かがやきプログラム事業でですね、予算をつけら

れまして、一番大きなのがフェスタの予算だと思います。それ以外の予算もですね、例

えばですね、桜並木ですか、亀ヶ広の桜保全事業でありますとかっていうようなことで、

相当の予算をつけて活動助成をしていただいておるということがあるわけなんですが、

今後ですね、これがずっと継続して形として残っていくんかですね、このそこらへんの

見極めをする機関ていいますか、そういうものが出来るんか、もうそれは行政におまか

せの中でずっと今後はこれが、かがやきプログラムっていうのが続いていくんかどうか、

そこらへんがですね、ちょっと見えない部分があろうと思いますので、そこらへんちょ

っと考えがございましたら、教えていただきたいと思います。 

総合支所長    はい、すみません。今、臼井委員さん、おっしゃっておられる地域かがやきプログラ  
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ムというかたちで、予算もついております。当面と致しましては、当然、白山地域にお

きましては、ふれあいフェスタ、それと先般開催させていただきました初瀬街道のウォ

ークとか、あと亀ヶ広の桜並木等がございます。それは、もう既に、今までもやってき

ましたし、成果も上がっておりますし、今後も継続はしていくとは思いますけども、新

たな事業とかって言うのは、先ほども申しましたように、こういった場というか、皆様

のご意見を頂いた中で、また計画をしていくっていうのがありますもので、今後もこう  

いった形の場がですね、どんな形か分かりません、審議委員会は、これで閉めさせては

いただくんですけども、また違う場とか、市民の声とか、あと、２８年度から地域懇談

会っていうのが、年２回白山で開かれます。そういった場でですね、皆様のご意見をい

ただいて、施策に反映していけるように私らも伝えていくつもりでおります。 

今井会長     よろしいですか。今の答えで。 

臼井委員     なるべく予算がですね、確保していただく様願います。 

今井会長     はい、それでは、よろしいですか。 

植村委員     この地域の課題として、私が思いますのは、農業と農地をどう守っていくのかという        

事が一つ大きな課題であるという風に思います。今、農地を集積して、担い手や斡旋を

して、大規模化をしながら維持していこうというのが、今、大きな流れであるわけです

けれども、それだけでは、農地と農業を守っていくということは、到底、私は出来ない

という風に思ってます。大事なのは、今、家族農業でやっておられる方、かなりあると

思いますけれども、その家族農業をどう支援をしていくのかという考え方を一つ持つべ

きではないかという風に私は思います。家族農業、或いは、大規模農業にしてもそうで

すけど、まず大規模農業については、当たり前ですが、機械化です。一方、家族農業に

おいても、やはり、最低限のそういった機械類というのは必要であります。そういった

事に対して、一つの支援の形として、行政としては、どういう支援が出来るのかという

ことも、今の施策の中で考えられていられるのか、もし、そういうこういう考え方を、

今、検討してますとか、こういう考え方で進みたいと思いますとかいうのがあれば、聞

かせてもらいたいと思います。 

産業振興・環境 

担当副参事    非常に難しいお話やと思うんです。家族農業というのは、既に、疲弊をしておりまし

て、担い手さん自身もこの米価のお陰で、疲弊をしておりまして、その担い手へ、農地

を集積するということですら、もう担い手の方が、よう受けないというような状況が今、

見慣れております。では、どうして守っていくのという中で、今、農地の多面的機能の

維持ということで、集落単位と申しますか、水系単位でそのような今までの水路の掃除

とか、出合いでやっておったようなところに国の交付金がつくようになってきておりま

す。その受益というか、計画面積が白山町でもかなり増えてまいりまして、優良農地の

大方の部分をカバーするだけの活動をしていただいております。ですので、お米の値段、

つまり、米価という問題は解決しづらいかとは思いますが、今のところは、そういう風

な地域で農地、農業をみんなで支え合って守っていこうというところかなと思っており

ます。農地の集約に向けて、今回、農業委員会の制度が変わりまして、委員さんの数は、

減りましたけども、１００ヘクタールに一人、農地の集約をして、担い手さんに作って
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いただくのをまとめてもらうという推進員さんの制度が出来ました。そういった中で、

農地を農業を守っていこうとしているのが、今の農政じゃないかなと考えております。

以上でございます。 

今井会長     よろしいですか。 

植村委員     はい。 

今井会長     それではですね、次に事項その他に移ります。事務局の方、何かございますか。 

担当主幹     はい、すみません。失礼致します。それでは、初瀬街道周辺ウォーキングの報告を     

させていただきたいと思います。去る２１日に地域かがやきプログラム事業の一つであ        

ります初瀬街道周辺ウォーキングを開催致しました。お陰さまで、好天気に恵まれ、        

昨年より多い１１６名の参加者を得ました。猪の倉温泉バーベキューハウスをスタート

致しまして、成願寺へ寄らせていただき、垣内宿を通って、乗渓寺で折り返す約８キロ

メートルのコースを歩いていただきました。途中、今井会長さんをはじめとします白山

道しるべの会の丁寧なご説明をいただきまして、参加者の方々には、大変喜んでいただ

きました。ご協力をいただきましたこと、厚くお礼申し上げます。ありがとうございま

した。以上でございます。 

今井会長     それでは、これにて審議会を終わらせていただきます。色々な人から、色々な話を聞

きました。ありがとうございました。最後でございますので、私から一言、お礼の言葉

を申し上げます。会員さん、委員さんは、２年間とか、４年間とか、色々変わられまし

た。行政の方も、色々変わられています。年３回か４回の会議ですが、行政の人には、

頭の痛い聞きにくい事も色々あったと思います。それを一つ一つを解決し、色々なこと

で、白山が相当変わりました。地域審議委員会の皆様のお陰だと思います。ありがとう

ございました。 

   

   

 


